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隣接の複合施設、畑、のどかな住宅地といった立地を生かし、社会資源を活用しながら、入
居者様の生活を支援しています。地域の行事への参加、日々の散歩など地域の中に入り込
み、気軽に声をかけてくださる方が徐々に増えてきています。
ご家族にもご協力いただきながら、毎日を楽しく元気に過ごしていただけるよう、日々努めて
います。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

緑豊かな野菜畑に囲まれた環境にあり、広い法人の敷地内には複数の施設が隣接し、ホー
ムの利用者は通所のリハビリテーションなども利用し、体力の維持と気晴らしに一役かってい
る。各ユニットの利用者が体調や病状の変化に伴った最良のケアを受けられるよう、ユニット
間で連携してケアの情報を伝え合い、利用者は勿論のこと、家族の安心感も得ている。年に
数回、法人のバスを利用し、アクア・トトや桜の花見などの遠足を行い、一緒に参加した家族
から感謝の声も出るなど、利用者・家族との絆を深める行事ともなっている。

基本情報リンク先

各務原市鵜沼各務原町９丁目２０４－４所在地

グループホームひだまり（たんぽぽ）

１　自己評価及び外部評価結果

2170500629
法人名 特定医療法人フェニックス

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

岐阜県各務原市三井北町３丁目７番地　尾関ビル

特定非営利活動法人　ぎふ福祉サービス利用者センター　びーすけっと

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://kouhyou.winc.or.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=2170500629&SCD=320

評価結果市町村受理日平成22年6月25日 平成22年8月25日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

59

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61

ＮＰＯ法人びーすけっと



岐阜県　グループホームひだまり

自己評価および外部評価票（たんぽぽ） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組みを
積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

法人理念の他に、ひだまり独自の「ゆった
り、楽しく、寄り添って」という理念を掲げてい
る。各ユニットに掲示することで共有し、カン
ファレンスなどの場を通して話し合いなどを
行っている。

地域自治体に加入し、回覧板の行き交いが
あり、左義長や防災訓練、地域の清掃活動
などの地域行事に参加している。日常的な
散歩時に積極的に挨拶をするなど交流をは
かるようにもしており、近所の方から声をか
けてくださることが増えた。

地域の催し（防災訓練など）にて近所の方と
GHや認知症のことなど話をし、理解を深め
ていただくきっかけとなった。／散歩などで
地域の方から声をかけていただくことがある
と、傾聴し、場合によっては適切な対応につ
なげている。

運営推進会議には行政の担当者が出席してお
り、事あるごとに相談や質問を行ない、伝える
べき点についても率直な意見交換が実現でき
ており、家族への対応へも活かしている。

虐待に関する勉強会を行い、虐待に対する
職員理解を共有化している。特に、スピーチ
ロックには注意を払っている。

入退居状況、ほっと報告やヒヤリ・ハット報告
の他、日常の生活の様子を伝えている。出
席された方からいただいた質問や提案をそ
の後のサービス提供に生かしている。地域
の行事への参加時の調整も行っている。

不明な点があれば、随時市に連絡して確認
することで、各務原市高齢福祉課の担当者
との良好な関係を築き、サービスを提供する
上での疑問点に関する指示を仰ぎ、実践す
ることで質の向上に努めている。

身体拘束に関する勉強会を行い、身体拘束
に対する職員理解を共有化している。現段
階では身体拘束はない。／玄関は一般家庭
と同様に、夜間帯は施錠している。

身体拘束と虐待の研修会を行い、日々のケア
の中でも職員間で確認し合うよう努力してい
る。

2ヶ月に1度、自治会長や班長・民生委員・家族
代表・行政担当者の参加があり、ホームからの
報告に留まらず、ほっと報告・ヒヤリハットの現
状などを伝え、表出した意見や質問には丁寧
に対応し、その検討内容もカンファレンスに反
映させ、活用している。

ホーム独自の理念「ゆったりと楽しく寄り添っ
て」をケアの原則とし、職員間の共有を深める
ため、3ユニット合同で毎月会議を持ち、日々の
ケアの活用と実践に活かしている。

左義長や夏祭り等のイベントには法人として取
り組む一方、自治会の行事内容に合わせて、
利用者も共に参加し、地域の一員として、存在
を認められつつある。

日々のケアを担う職員には、とっさの判
断が求められる場面も想定できることか
ら、ロールプレイなど、実践的な学習の
機会を与えられるよう、今後に期待した
い。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

契約担当者が丁寧に説明している。ご家族
からの疑問があれば理解いただけるよう、担
当者よりお話させていただいている。／見学
にお越しいただくなどして、書面以外の方法
での理解も深めていただいている。

組織の風通しを良くするためにも、定期的な意
見交換の場を持ったり、職員の小さな気づき
も、利用者にとってプラスになることは即、取り
入れるなど、気軽な関係が築かれている。

ふれあいボックス（ご意見箱）を設置し、第三
者機関として利用者の意見を受付ける組織
を設けており、随時対応できるようにしてい
る。／入居者様とは日々の関わりから、ご家
族とは面会時や家族会などでコミュニケー
ションを図り、声を聞かせていただくようにし
ている。

職場カンファレンスを定期的に実施し、運営
者・管理者・職員の意見交換を行っている。
／定期的に上司と面談の機会があり、意見
交換が可能である。

市や他事業所（包括）から資料をいただいて
いる。ご家族にも職員にも配布し、理解を深
める機会を設けている。また、研修や資格取
得に向けてなど各自が学んでいる。／手続
きの橋渡しや支援をさせていただいた入居
者様あり。

前回の改善課題であった、利用者への
報告様式の工夫により、家族訪問時な
どに感謝の声が増えているが、職員の
名前の表示法などの工夫にも期待した
い。

意見箱も設置してあるが、家族の意見や要望
は面会時に細かく聞き取っており、家族アン
ケートを通しても、ホームと家族との距離が縮
まるよう努めている。

新人職員（中途採用者も含む）は、法人内の
研修がある。また、先輩職員がマンツーマン
で指導にあたるエルダー制度があり、一定
期間ごとの目標を設定、定期的な振り返り・
評価の機会を設けている。役職などに応じた
研修もあり。

グループ内でのグループホームの交流はも
ちろん、市内及びグループホーム協議会を
通じ、広く交流する機会がある。お互いのよ
いところを見習う努力をしている。法人勉強
会は地域の公開講座としての開催もある。

定期的に上司と面談する機会が設けられて
おり、自己の振り返り・目標設定などを中心
としたアドバイスをいただける。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努め
ている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い
ている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

家族訪問の際に協力を依頼し、思い出ボックス
への展示品・小物の持ち込みに、家族の協力
を得ている。以前住んでいた近所の人が訪問
に来たり、友人宅へ職員が同行して行ったり
と、ホームに入居してもそのままの付き合いが
できるよう支援している。

入居者様同士の相性を把握し、できる限りト
ラブルのないように対応している。入居者様
同士で穏やかな時間がすごせているときは
そっと見守ることも大切にしている。他のユ
ニットで過ごす時間を持つ方もみえる。

できるだけサービス導入前に見学に来ていただき
実際に様子をみていただくようにし、その中でご
家族の思いや悩みをうかがい、その後の関係作
りにも反映させている。職員も疑問や伺いたいこ
とがあれば、相談させていただくようにしている。

面会時に日々の様子を写真を交えたりしながらお
伝えしている。また、ご家族にも楽しんで参加して
いただけるような企画を練ったり、日常的な面会
時もご家族を巻き込んで過ごすこともある。３ヶ月
に１度、ご家族へ近況報告の便りを出している。

思い出ボックスを活用し、昔の写真などを掲
示したり、馴染みのある家具を持ち込んでい
ただいたりしている。馴染みの人や場所を
バックグラウンドアセスメントに記入していた
だき、スタッフ間での情報共有に役立て、会
話のきっかけにもしている。

お一人お一人の性格や得意なことを踏まえ、些細
なことでもできる限り入居者様ができることは行っ
ていただけるよう、さりげない支援ができるよう影
のサポート役になれるよう努めている。入居者様
から教えていただくことも多い。

ご本人の訴えをその都度傾聴し、不安や希望な
ど思いを受け止めるよう努力している。できる限
り、入居者様が望まれることは実現したいと考え
る。また、少しでも不安が取り除かれ安心して過
ごせるよう支援していきたい。

グループ内に「在宅支援会議」があり、担当
者間でそれぞれのご利用者にとって最良の
選択ができるように、支援の検討をしてい
る。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本
位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

意思を伝えることのできる利用者には希望を聞
き取り、寄り添った介護計画を作成している。意
思確認が難しい場合でも、表情を読み取って、
職員間で意見交換や試行錯誤を重ねながら、
利用者が望む生活が継続できるよう図ってい
る。

隣接の複合施設の機能を活かし、特養の入
浴機械（機械浴）を利用して入浴していただ
いたり、デイサービスの運動機器や卓球を体
験に行ったりと、その時々の状況に応じて、
できる限りご本人の希望に応えられるよう配
慮している。

バックグラウンドや日常の様子から、ご本人
の思いを把握するよう努めている。また、
やってみたいことなどを直接うかがうようにも
している。言葉での表出が困難な方は、表情
や雰囲気などから思いを汲み取るなど、思
いに寄り添えるよう努めている。

バックグランドアセスメントをご家族に記入し
ていただいたり、入居者様へのアンケートを
活用して過去の暮らし方を把握する手がかり
としている。入居前に利用されていたサービ
スのある方は、事業所より情報をいただき活
用もしている。

入居時に一度総合的に把握し、その後関わ
りの中から日常の様子（ADLや情緒面）を
徐々に把握していく。それぞれカルテ記事へ
の記録やカンファレンスなどの活用により、
スタッフ間の共有を行うことで多くの視点で
検討・把握していける。

３ヶ月に１度を目安に計画書を作成している
が、モニタリングは、毎日のチェックと毎月の
話し合いによって行っている。状態変化や意
向の変化があれば見直しをし、ご本人の
「今」に寄り添った計画の作成に努めてい
る。

利用者の相性や、ユニット毎の特徴を活かした
利用をしてもらうため、日々の会話・表情・行動
から利用者の思いや意向の把握に努めてい
る。また日々の中での発見があった場合は、一
言メモに書き込み、職員間で共有を図ってい
る。

他施設に住み替えとなる際の情報提供を
行っている。また、隣接施設のメゾン・ペイネ
へ移行された方もおられ、入浴時、ボラン
ティア来訪時など日常生活の中で関わりを
持つことも多い。

モニタリング用紙にケアプランの実施結果を
毎日記入している。毎月評価し、職員間で話
し合っている。カルテ記事やほっと報告、トリ
ガーシート、日誌なども活用し、情報共有を
している。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう
支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所の
関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護
を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定
期的に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

母体法人の医療機関から看護師が定期的
に訪問し、健康管理や心身の変化に対して
相談に応じている。複合施設内の看護師へ
も毎日の報告を行うことで早期の対応につな
げている。必要であれば24時間365日いつで
も連絡できる体制がある。

定期的なボランティアの来訪あり、「音楽を
聴きたい」という希望には添えている。１月に
は地域の神社と文化財で催されたイベントへ
参加、いつもボランティアに来てくださる方の
力もお借りしながら無事に終えることができ
た。

避難訓練を定期的に実施し、避難の方法な
ど学んでいる。また、地域の防災訓練に参加
したり、運営推進会議で訓練の報告をしてい
る。実際にホームを会場とした訓練で地域の
方と一緒に行う等の取り組みまではできてい
ない。

情報の交換は必ず行い、入院の場合は面会
に行くなど様子を伺うようにしている。母体法
人の医療機関やかかりつけ医と連携を持
ち、家族と情報交換したり、話し合いのため
の支援をしている。

終末期ケアへも積極的に取り組んでいる。
入居時に重度化や終末期におけるホームの
対応を説明している。また、対応すべき時期
を迎えたときは、ご家族、医師、看護師、職
員と話し合いの場を設け終末期ケアに関す
る書類も作成する。グループ施設の中で一
番合う施設を選ぶこともできる。

マニュアルを作成している。消防署立会いの
下、心肺蘇生法の訓練を行ったこともある。
今後も定期的に勉強の機会を設けていきた
い。

かかりつけ医への受診を支援している。ほと
んどの方が鵜沼中央クリニックへの支援で
あるが、今までのかかりつけ医を継続される
方もいらっしゃり、ご家族を通してホームとの
連携に努めている。歯科や眼科はご家族の
ご協力でかかりつけ医を受診していただいて
いる。

地震なども含めた災害時には、家族へ
避難場所の連絡方法や、職員の通勤確
保の方法など、職員は様々な状況を想
定し、その対応が図れるよう期待した
い。また、地域の協力体制も望まれる。

法人の敷地内で定期的に消防署との訓練を実
施し、利用者も共に訓練を行っている。夜間
等、何か起きれば法人全体での協力が得られ
る体制となっている。

基本的に看取りを行うと決めているが、医療依
存度が高い利用者は他施設へ移ってもらうよう
依頼している。入居の際には、意思確認書を家
族と交わし、また利用者が重度化した場合も、
主治医・家族・ホームが慎重に話し合いを行っ
ている。

看取りを行う前提であっても、そこに至
るまで様々なケースが考えられるため
にも、明確な看取りの基準をホームとし
て作成し、家族への説明を繰り返し行
い、判断基準等、マニュアル化しておく
ことが望ましい。

利用者のほとんどが母体法人の医療を希望し
ており、毎週1回の往診と訪問看護師によって、
利用者の体調は万全に守られている。歯科は
訪問診療が行われ、眼科の受診は家族の責任
で受診をしてもらっている。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

声かけは、その方の生活暦や性格などを考
慮しながら（「先生」と呼んだり、分かりやす
い言葉で話したりしながら）対応している。入
居者様の行動に対し、不十分なところはさり
げなくフォローするなどしている。

栄養士や医師、看護師と連携をとりながら入
居者様にあった支援をしている。摂取能力や
体調にあわせ、刻み食、ペースト食への加
工、一人ひとりに合わせた量での提供、摂取
しやすい環境づくりをしている。栄養補助食
品を活用する場合もある。

毎食後行い、週に２回ポリデントでの義歯洗
浄を行っている。また、週に１度、重曹を用い
て下苔の除去を行っている。

毎日の服装は選べる方には選んでいただ
き、困難な方には二者選択などの方法で支
援している。カラーやパーマなど、昔からの
馴染みの習慣を継続できるような支援もして
いる。

日常の何気ない会話から希望を引き出した
り、改まって伺ったりと、思いの表出が気軽
にできる場面作りと関係作りに努めている。
それらが困難な場合でも、二者選択などお
一人ずつレベルに合わせた対応に努めてい
る。

にぎやかに過ごしたい、少し自分の時間を持
ちたい、散歩・買い物に行きたいなど、その
日の気分で過ごせるよう支援している。押し
付けないよう、ご本人のペースを大切にし、
体調や要望を最優先しながら場面場面での
支援を心がけている。

盛り付けや片付けなど、できる方には役割と
して行っていただいている。食べこぼしなど
をさりげなくふき取るなどの配慮をしている。
月に一度「自由メニュー」の日を設け、食べ
たいものの相談から、調理に至るまで入居
者様と行っている。

法人の厨房で一括に作った食事をホーム内で
盛り付け、配膳している。利用者が互いに味噌
汁やお茶を配ったり、全員の食卓に行きわたっ
たかどうかを気にかけ、下膳も進んで参加し手
伝っている。

利用者のプライドと誇り・尊厳を守れるよう、職
員間で常に話し合い、支援を重ねている。個人
情報の取り扱いも理解し合い、トイレ介助時の
方法等も職員間で共有し合うなど、相互の信頼
関係を基に、状況に即した対応を支援してい
る。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普
段は行けないような場所でも、本人の希望を
把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

一人ひとりに合うオムツを検討している。そ
の結果、紙パンツから布パンツへと変更でき
た方もみえる。その方に合う排せつパターン
からトイレ誘導を行い、トイレでの排せつを
促している。

水分補給、乳酸菌やセンナ茶、通じによい食
品の使用、身体を動かすなど、便秘の予防
に努めている。マッサージなどを行い、でき
る限り自然排便を促している。在宅での様
子、今までの習慣をご家族から聞き取り参考
にもしている。

入浴の曜日は決まっているが、入る時間帯
はなるべく希望をかなえられるように対応し
ている。一般欲、個浴（半機械浴）、機械浴と
個々の身体機能に合わせ入浴していただい
ている。

薬は服薬時間に合わせて色分けしている。
服薬時はスタッフ二人で確認しながら行い、
入居者様それぞれの薬が簡単に確認できる
システムとなっている。内服薬の一覧表があ
り、一目で調べられるようになっている。

一人ひとりの体調やリズムに合わせた支援
に努めている。生活リズムが整えられるよ
う、日中の活動を促すなどの配慮もしてい
る。眠れない方には温かい飲み物などで薬
に頼らない支援を心がけている。また、空調
や居室環境への配慮もしている。

日常的に近隣の散歩、ひなたぼっこを行って
いる。また、買い物やドライブ、隣接するデイ
サービスセンターへの卓球や運動マシーン
の体験、ボランティア来訪時には特養へ出
掛けている。ご家族と法事や墓参り、喫茶店
などに行かれる方もみえる。

得意な分野を見つけ出し、入居者様のこれ
までの生活や力量に合わせて家事的なこと
（洗濯、台所しごと、掃除など）を中心にそれ
ぞれにあった役割を持てるよう支援してい
る。楽しいと思えるアクティビティ（散歩・歌な
ど）の計画もしている。

介護度やその日の体調・天候に合わせて柔軟
に、散歩や畑の見学などを行っている。散歩が
できない時でも、中庭の畑に面した廊下やベラ
ンダで外気に触れることができる。隣接した喫
茶に行ったり、通所の利用者に交じって運動マ
シンを楽しむ利用者もいる。

週2回の入浴を基本としているが、希望によっ
てはシャワーや足浴にも対応している。同じ敷
地内にある法人の大浴場に出かけ、銭湯気分
を満喫している。入浴拒否の人には、カラオケ
を行った帰りに、浴室に寄るなどの工夫によ
り、入浴も自然に行われている。

一人ひとりの排泄表を細かく記入し、家族の希
望も合わせ、できるだけ自力で排泄できるよう
職員間で話し合って、より良い方法と支援を
行っている。こまめな誘導により、利用者の成
功感が得られるよう工夫している。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮し、生活感や
季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような
居場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している

居室の入り口はのれんやレースがかけられ、
居室内には、使い慣れた家具や椅子が置かれ
ている。箪笥の上には、家族や孫との写真や
手芸品が飾られている。

共同のスペース内に畳や椅子のスペースが
あるほか、少し離れたところにソファーや椅
子があったりと気分により、思い思いの場所
で過ごすことができる。また、１階のユニット
は行き来が自由であり、居心地のいい場所
の選択が多い。

家庭的で温かい雰囲気を感じていただける
よう、板張りの廊下や開放的な窓にし、調度
品や台所の設備も、普通の家庭と変わらな
いものを使用している。畳やソファーなどもあ
り、自由な場所でくつろげるスペースがある。

手すりの設置もあるが、家具などに自然につ
かまって移動できる配置、構造にもなってい
る。また、トイレに「便所」「トイレ」と張り紙を
したり、各居室に表札をつけるなどの工夫を
している。

入居の際に、今まで使用していたタンスなど
馴染みの家具や、写真や作品などの思い出
の品を持ち込んでいただいている。ご家族の
ご協力の下、個々にあった居心地のよい空
間作りがされている。

木のぬくもりをふんだんに使ったホームの廊下
の端々には、椅子やソファが置かれ、一人で過
ごせるよう配慮もされている。ほとんどの利用
者は、日中、共用空間であるリビングで、職員
や利用者仲間と談笑しながら、ゆったりと1日を
過ごしている。

手や目の老化により書くことが困難になって
おられる方も多いが、年賀状や季節の便り
(カードなど）などの記入の機会を提供できる
ように支援していく。

入居時個人現金をお預かりし、保管はホー
ム側で行っている。外出時の支払いなどは、
遠慮されることが多いが、入居者様にしてい
ただけるような場面作りと支援を行ってい
る。

8/8（たんぽぽ） ＮＰＯ法人びーすけっと
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○

訪問調査日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

各務原市鵜沼各務原町９丁目２０４－４所在地

グループホームひだまり（すみれ）

１　自己評価及び外部評価結果

2170500629
法人名 特定医療法人フェニックス

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

岐阜県各務原市三井北町３丁目７番地　尾関ビル

特定非営利活動法人　ぎふ福祉サービス利用者センター　びーすけっと

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成22年6月25日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

59

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
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岐阜県　グループホームひだまり

自己評価および外部評価票（すみれ） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組みを
積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

法人理念の他に、ひだまり独自の「ゆった
り、楽しく、寄り添って」という理念を掲げてい
る。各ユニットに掲示することで共有し、カン
ファレンスなどの場を通して話し合いなどを
行っている。

地域自治体に加入し、回覧板の行き交いが
あり、左義長や防災訓練、地域の清掃活動
などの地域行事に参加している。日常的な
散歩時に積極的に挨拶をするなど交流をは
かるようにもしており、近所の方から声をか
けてくださることが増えた。

地域の催し（防災訓練など）にて近所の方と
GHや認知症のことなど話をし、理解を深め
ていただくきっかけとなった。／散歩などで
地域の方から声をかけていただくことがある
と、傾聴し、場合によっては適切な対応につ
なげている。

虐待に関する勉強会を行い、虐待に対する
職員理解を共有化している。特に、スピーチ
ロックには注意を払っている。

入退居状況、ほっと報告やヒヤリ・ハット報告
の他、日常の生活の様子を伝えている。出
席された方からいただいた質問や提案をそ
の後のサービス提供に生かしている。地域
の行事への参加時の調整も行っている。

不明な点があれば、随時市に連絡して確認
することで、各務原市高齢福祉課の担当者
との良好な関係を築き、サービスを提供する
上での疑問点に関する指示を仰ぎ、実践す
ることで質の向上に努めている。

身体拘束に関する勉強会を行い、身体拘束
に対する職員理解を共有化している。現段
階では身体拘束はない。／玄関は一般家庭
と同様に、夜間帯は施錠している。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

契約担当者が丁寧に説明している。ご家族
からの疑問があれば理解いただけるよう、担
当者よりお話させていただいている。／見学
にお越しいただくなどして、書面以外の方法
での理解も深めていただいている。

ふれあいボックス（ご意見箱）を設置し、第三
者機関として利用者の意見を受付ける組織
を設けており、随時対応できるようにしてい
る。／入居者様とは日々の関わりから、ご家
族とは面会時や家族会などでコミュニケー
ションを図り、声を聞かせていただくようにし
ている。

職場カンファレンスを定期的に実施し、運営
者・管理者・職員の意見交換を行っている。
／定期的に上司と面談の機会があり、意見
交換が可能である。

市や他事業所（包括）から資料をいただいて
いる。ご家族にも、職員にも配布し、理解を
深める機会を設けている。また、研修や資格
取得に向けてなど各自が学んでいる。／手
続きの橋渡しや支援をさせていただいた入
居者様あり。

新人職員（中途採用者も含む）は、法人内の
研修がある。また、先輩職員がマンツーマン
で指導にあたるエルダー制度があり、一定
期間ごとの目標を設定、定期的な振り返り・
評価の機会を設けている。役職などに応じた
研修もあり。

グループ内でのグループホームの交流はも
ちろん、市内及びグループホーム協議会を
通じ、広く交流する機会がある。お互いのよ
いところを見習う努力をしている。法人勉強
会は地域の公開講座としての開催もある。

定期的に上司と面談する機会が設けられて
おり、自己の振り返り・目標設定などを中心
としたアドバイスをいただける。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い
ている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

入居者様同士の相性を把握し、できる限りト
ラブルのないように対応している。入居者様
同士で穏やかな時間がすごせているときは
そっと見守ることも大切にしている。他のユ
ニットで過ごす時間を持つ方もみえる。

できるだけサービス導入前に見学に来てい
ただき実際に様子をみていただくようにし、
その中で、ご家族の思いや悩みをうかがい、
その後の関係作りにも反映させている。職員
も疑問や伺いたいことがあれば、相談させて
いただくようにしている。

面会時に日々の様子を写真を交えたりしな
がらお伝えしている。また、ご家族にも楽し
んで参加していただけるような企画を練った
り、日常的な面会時もご家族を巻き込んで過
ごすこともある。３ヶ月に１度、ご家族へ近況
報告の便りを出している。

馴染みの人や場所をバックグラウンドアセス
メントに記入していただき、スタッフ間での情
報共有に役立て、会話のきっかけにもしてい
る。以前利用していたデイサービスのお友達
に会いに行ったり、散歩コースだった場所を
訪れたりと、個別に対応している。

お一人お一人の性格や得意なことを踏ま
え、些細なことでもできる限り入居者様がで
きることは行っていただけるよう、さりげない
支援ができるよう影のサポート役になれるよ
う努めている。入居者様から教えていただく
ことも多い。

ご本人の訴えをその都度傾聴し、不安や希
望など思いを受け止めるよう努力している。
できる限り、入居者様が望まれることは実現
したいと考える。また、少しでも不安が取り除
かれ安心して過ごせるよう支援していきた
い。

グループ内に「在宅支援会議」があり、担当
者間でそれぞれのご利用者にとって最良の
選択ができるように、支援の検討をしてい
る。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本
位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

隣接の複合施設の機能を活かし、特養の入
浴機械（機械浴）を利用して入浴していただ
いたり、デイサービスの運動機器や卓球を体
験に行ったりと、その時々の状況に応じて、
できる限りご本人の希望に応えられるよう配
慮している。

バックグラウンドや日常の様子から、ご本人
の思いを把握するよう努めている。また、
やってみたいことなどを直接うかがうようにも
している。言葉での表出が困難な方は、表情
や雰囲気などから思いを汲み取るなど、思
いに寄り添えるよう努めている。

バックグランドアセスメントをご家族に記入し
ていただいたり、入居者様へのアンケートを
活用して過去の暮らし方を把握する手がかり
としている。入居前に利用されていたサービ
スのある方は、事業所より情報をいただき活
用もしている。

入居時に一度総合的に把握し、その後関わ
りの中から日常の様子（ADLや情緒面）を
徐々に把握していく。それぞれカルテ記事へ
の記録やカンファレンスなどの活用により、
スタッフ間の共有を行うことで多くの視点で
検討・把握していける。

３ヶ月に１度を目安に計画書を作成している
が、モニタリングは、毎日のチェックと毎月の
話し合いによって行っている。状態変化や意
向の変化があれば見直しをし、ご本人の
「今」に寄り添った計画の作成に努めてい
る。

他施設に住み替えとなる際の情報提供を
行っている。また、隣接施設のメゾン・ペイネ
へ移行された方もおられ、入浴時、ボラン
ティア来訪時など日常生活の中で関わりを
持つことも多い。

モニタリング用紙にケアプランの実施結果を
毎日記入している。毎月評価し、職員間で話
し合っている。カルテ記事やほっと報告、トリ
ガーシート、日誌なども活用し、情報共有を
している。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう
支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所の
関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護
を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定
期的に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

母体法人の医療機関から看護師が定期的
に訪問し、健康管理や心身の変化に対して
相談に応じている。複合施設内の看護師へ
も毎日の報告を行うことで早期の対応につな
げている。必要であれば24時間365日いつで
も連絡できる体制がある。

定期的なボランティアの来訪あり、「音楽を
聴きたい」という希望にはそえている。１月に
は地域の神社と文化財で催されたイベントへ
参加、いつもボランティアに来てくださる方の
力もお借りしながら無事に終えることができ
た。

避難訓練を定期的に実施し、避難の方法な
ど学んでいる。また、地域の防災訓練に参加
したり、運営推進会議で訓練の報告をしてい
る。実際にホームを会場とした訓練で地域の
方と一緒に行う等の取り組みまではできてい
ない。

情報の交換は必ず行い、入院の場合は面会
に行くなど様子をうかがうようにしている。母
体法人の医療機関やかかりつけ医と連携を
持ち、家族と情報交換したり、話し合いのた
めの支援をしている。

終末期ケアへも積極的に取り組んでいる。
入居時に重度化や終末期におけるホームの
対応を説明している。また、対応すべき時期
を迎えたときは、ご家族、医師、看護師、職
員と話し合いの場を設け終末期ケアに関す
る書類も作成する。グループ施設の中で一
番合う施設を選ぶこともできる。

マニュアルを作成している。消防署立会いの
下、心肺蘇生法の訓練を行ったこともある。
今後も定期的に勉強の機会を設けていきた
い。

かかりつけ医への受診を支援している。ほと
んどの方が鵜沼中央クリニックへの支援で
あるが、今までのかかりつけ医を継続される
方もいらっしゃり、ご家族を通してホームとの
連携に努めている。歯科や眼科はご家族の
ご協力でかかりつけ医を受診していただいて
いる。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

声かけは、その方の生活暦や性格などを考
慮しながら（「先生」と呼んだり、分かりやす
い言葉で話したりしながら）対応している。入
居者様の行動に対し、不十分なところはさり
げなくフォローするなどしている。

栄養士や医師、看護師と連携をとりながら入
居者様にあった支援をしている。食事摂取量
のチェックも行っているが、どなたも完食され
る。日々の様子とレベル変化に対しての観
察は常に行っている。

居室で行われる方と、共同の洗面所で行わ
れる方がいらっしゃる。毎食後行っていただ
くよう、声かけや目配りの支援を行っている。
また、週に２回ポリデントでの義歯洗浄を
行っている。

毎日の服装は選べる方には選んでいただ
き、困難な方には二者選択などの方法で支
援している。
カラーやパーマなど、昔からの馴染みの習
慣を継続できるような支援もしている。

日常の何気ない会話から希望を引き出した
り、改まってうかがったりと、思いの表出が気
軽にできる場面作りと関係作りに努めてい
る。それらが困難な場合でも、二者選択など
お一人ずつレベルに合わせた対応に努めて
いる。

にぎやかに過ごしたい、少し自分の時間を持
ちたい、散歩・買い物に行きたいなど、その
日の気分で過ごせるよう支援している。押し
付けないよう、ご本人のペースを大切にし、
体調や要望を最優先しながら場面場面での
支援を心がけている。

現在は盛り付けが主であるが、汁物作りなど
入居者様と行っている。準備も片付けも、環
境を整えたり目配りを行う程度で入居者様が
相談しながら行っておられる。月に一度「自
由メニュー」の日を設け、食べたいものの相
談から、調理に至るまで入居者様と行ってい
る。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普
段は行けないような場所でも、本人の希望を
把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

自己にてトイレに行かれる方が多いが、衣類
汚染などうまく処理できない方も多い。見守
りや半介助など一人ひとりにあった支援をし
ている。

水分補給、乳酸菌やセンナ茶、通じによい食
品の使用、身体を動かすなど、便秘の予防
に努めている。マッサージなどを行い、でき
る限り自然排便を促している。在宅での様
子、今までの習慣をご家族から聞き取り参考
にもしている。

入浴の曜日は決まっているが、入る時間帯
はなるべく希望をかなえられるように対応し
ている。また、長い入浴を好まれる方には、
少し長風呂ができるよう、様子を見ながら支
援もしている。

薬は服薬時間に合わせて色分けしている。
服薬時はスタッフ二人で確認しながら行い、
入居者様それぞれの薬が簡単に確認できる
システムとなっている。内服薬の一覧表があ
り、一目で調べられるようになっている。

一人ひとりの体調やリズムに合わせた支援
に努めている。生活リズムが整えられるよ
う、日中の活動を促すなどの配慮もしてい
る。眠れない方には温かい飲み物などで薬
に頼らない支援を心がけている。また、空調
や居室環境への配慮もしている。

日常的に近隣の散歩を行っている。また、買
い物やドライブ、隣接するデイサービスセン
ターへの卓球や運動マシーンの体験、ボラン
ティア来訪時には特養へ出掛けている。ご家
族と法事や墓参り、喫茶店などに行かれる
方もいらっしゃる。ご家族の協力の下、ユ
ニット全体で水族館に行った。

得意な分野を見つけ出し、入居者様のこれ
までの生活や力量に合わせて家事的なこと
（洗濯、台所しごと、掃除など）を中心にそれ
ぞれにあった役割を持てるよう支援してい
る。毎晩の晩酌を日課にして楽しみにしてい
る方もみえる。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮し、生活感や
季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような
居場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している

共同のスペース内に畳や椅子のスペースが
あるほか、少し離れたところにソファーや椅
子があったりと気分により、思い思いの場所
で過ごすことができる。また、１階のユニット
は行き来が自由であり、居心地のいい場所
の選択が多い。

家庭的で温かい雰囲気を感じていただける
よう、板張りの廊下や開放的な窓にし、調度
品や台所の設備も、普通の家庭と変わらな
いものを使用している。畳やソファーなどもあ
り、自由な場所でくつろげるスペースがある。

手すりの設置もあるが、家具などに自然につ
かまって移動できる配置、構造にもなってい
る。トイレに「便所」「トイレ」と張り紙をしたり、
各居室に表札をつけるなどの工夫をしてい
る。

入居の際に、今まで使用していたタンスなど
馴染みの家具や、写真や作品などの思い出
の品を持ち込んでいただいている。ご家族の
ご協力の下、個々にあった居心地のよい空
間作りがされている。

ご家族が遠方に住んでおられる入居者様
が、定期的にご家族と電話でのやり取りがで
きるように支援している。

入居時個人現金をお預かりし、保管はホー
ム側で行っている。外出時の支払いなどは、
遠慮されることが多いが、入居者様にしてい
ただけるような場面作りと支援を行ってい
る。
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○
○

○ ○

○

59

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が1. ほぼ全ての利用者が

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
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岐阜県　グループホームひだまり

自己評価および外部評価票（れんげ） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組みを
積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

虐待に関する勉強会を行い、虐待に対する
職員理解を共有化している。特に、スピーチ
ロックには注意を払っている。

入退居状況、ほっと報告やヒヤリ・ハット報告
の他、日常の生活の様子を伝えている。出
席された方からいただいた質問や提案をそ
の後のサービス提供に生かしている。地域
の行事への参加時の調整も行っている。

不明な点があれば、随時市に連絡して確認
することで、各務原市高齢福祉課の担当者
との良好な関係を築き、サービスを提供する
上での疑問点に関する指示を仰ぎ、実践す
ることで質の向上に努めている。

身体拘束に関する勉強会を行い、身体拘束
に対する職員理解を共有化している。現段
階では身体拘束はない。／玄関は一般家庭
と同様に、夜間帯は施錠している。

法人理念の他に、ひだまり独自の「ゆった
り、楽しく、寄り添って」という理念を掲げてい
る。各ユニットに掲示することで共有し、カン
ファレンスなどの場を通して話し合いなどを
行っている。

地域自治体に加入し、回覧板の行き交いが
あり、左義長や防災訓練、地域の清掃活動
などの地域行事に参加している。日常的な
散歩時に積極的に挨拶をするなど交流をは
かるようにもしており、近所の方から声をか
けてくださることが増えた。

地域の催し（防災訓練など）にて近所の方と
GHや認知症のことなど話をし、理解を深め
ていただくきっかけとなった。／散歩などで
地域の方から声をかけていただくことがある
と、傾聴し、場合によっては適切な対応につ
なげている。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

ふれあいボックス（ご意見箱）を設置し、第三
者機関として利用者の意見を受付ける組織
を設けており、随時対応できるようにしてい
る。／入居者様とは日々の関わりから、ご家
族とは面会時や家族会などでコミュニケー
ションを図り、声を聞かせていただくようにし
ている。

新人職員（中途採用者も含む）は、法人内の
研修がある。また、先輩職員がマンツーマン
で指導にあたるエルダー制度があり、一定
期間ごとの目標を設定、定期的な振り返り・
評価の機会を設けている。役職などに応じた
研修もあり。

定期的に上司と面談する機会が設けられて
おり、自己の振り返り・目標設定などを中心
としたアドバイスをいただける。

職場カンファレンスを定期的に実施し、運営
者・管理者・職員の意見交換を行っている。
／定期的に上司と面談の機会があり、意見
交換が可能である。

市や他事業所（包括）から資料をいただいて
いる。ご家族にも、職員にも配布し、理解を
深める機会を設けている。また、研修や資格
取得に向けてなど各自が学んでいる。／手
続きの橋渡しや支援をさせていただいた入
居者様あり。

グループ内でのグループホームの交流はも
ちろん、市内及びグループホーム協議会を
通じ、広く交流する機会がある。お互いのよ
いところを見習う努力をしている。法人勉強
会は地域の公開講座としての開催もある。

契約担当者が丁寧に説明している。ご家族
からの疑問があれば理解いただけるよう、担
当者よりお話させていただいている。／見学
にお越しいただくなどして、書面以外の方法
での理解も深めていただいている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い
ている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

グループ内に「在宅支援会議」があり、担当
者間でそれぞれのご利用者にとって最良の
選択ができるように、支援の検討をしてい
る。

お一人お一人の性格や得意なことを踏ま
え、些細なことでもできる限り入居者様がで
きることは行っていただけるよう、さりげない
支援ができるよう影のサポート役になれるよ
う努めている。入居者様から教えていただく
ことも多い。

できるだけサービス導入前に見学に来てい
ただき実際に様子をみていただくようにし、
その中で、ご家族の思いや悩みをうかがい、
その後の関係作りにも反映させている。職員
も疑問や伺いたいことがあれば、相談させて
いただくようにしている。

面会時に日々の様子を写真を交えたりしな
がらお伝えしている。また、ご家族にも楽し
んで参加していただけるような企画を練った
り、日常的な面会時もご家族を巻き込んで過
ごすこともある。３ヶ月に１度、ご家族へ近況
報告の便りを出している。

思い出ボックスを活用し、昔の写真などを掲
示したり、馴染みのある家具を持ち込んでい
ただいたりしている。馴染みの人や場所を
バックグラウンドアセスメントに記入していた
だき、スタッフ間での情報共有に役立て、会
話のきっかけにもしている。

ご本人の訴えをその都度傾聴し、不安や希
望など思いを受け止めるよう努力している。
できる限り、入居者様が望まれることは実現
したいと考える。また、少しでも不安が取り除
かれ安心して過ごせるよう支援していきた
い。

入居者様同士の相性を把握し、できる限りト
ラブルのないように対応している。入居者様
同士で穏やかな時間がすごせているときは
そっと見守ることも大切にしている。他のユ
ニットで過ごす時間を持つ方もみえる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本
位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

バックグランドアセスメントをご家族に記入し
ていただいたり、入居者様へのアンケートを
活用して過去の暮らし方を把握する手がかり
としている。入居前に利用されていたサービ
スのある方は、事業所より情報をいただき活
用もしている。

他施設に住み替えとなる際の情報提供を
行っている。また、隣接施設のメゾン・ペイネ
へ移行された方もおられ、入浴時、ボラン
ティア来訪時など日常生活の中で関わりを
持つことも多い。

バックグラウンドや日常の様子から、ご本人
の思いを把握するよう努めている。また、
やってみたいことなどを直接うかがうようにも
している。言葉での表出が困難な方は、表情
や雰囲気などから思いを汲み取るなど、思
いに寄り添えるよう努めている。

入居時に一度総合的に把握し、その後関わ
りの中から日常の様子（ADLや情緒面）を
徐々に把握していく。それぞれカルテ記事へ
の記録やカンファレンスなどの活用により、
スタッフ間の共有を行うことで多くの視点で
検討・把握していける。

３ヶ月に１度を目安に計画書を作成している
が、モニタリングは、毎日のチェックと毎月の
話し合いによって行っている。状態変化や意
向の変化があれば見直しをし、ご本人の
「今」に寄り添った計画の作成に努めてい
る。

モニタリング用紙にケアプランの実施結果を
毎日記入している。毎月評価し、職員間で話
し合っている。カルテ記事やほっと報告、トリ
ガーシート、日誌なども活用し、情報共有を
している。

隣接の複合施設の機能を活かし、特養の入
浴機械（機械浴）を利用して入浴していただ
いたり、デイサービスの運動機器や卓球を体
験に行ったりと、その時々の状況に応じて、
できる限りご本人の希望に応えられるよう配
慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう
支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所の
関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように支援してい
る

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定
期的に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

かかりつけ医への受診を支援している。ほと
んどの方が鵜沼中央クリニックへの支援で
あるが、今までのかかりつけ医を継続される
方もいらっしゃり、ご家族を通してホームとの
連携に努めている。歯科や眼科はご家族の
ご協力でかかりつけ医を受診していただいて
いる。

マニュアルを作成している。消防署立会いの
下、心肺蘇生法の訓練を行ったこともある。
今後も定期的に勉強の機会を設けていきた
い。

定期的なボランティアの来訪あり、「音楽を
聴きたい」という希望にはそえている。１月に
は地域の神社と文化財で催されたイベントへ
参加、いつもボランティアに来てくださる方の
力もお借りしながら無事に終えることができ
た。

避難訓練を定期的に実施し、避難の方法な
ど学んでいる。また、地域の防災訓練に参加
したり、運営推進会議で訓練の報告をしてい
る。実際にホームを会場とした訓練で地域の
方と一緒に行う等の取り組みまではできてい
ない。

母体法人の医療機関から看護師が定期的
に訪問し、健康管理や心身の変化に対して
相談に応じている。複合施設内の看護師へ
も毎日の報告を行うことで早期の対応につな
げている。必要であれば24時間365日いつで
も連絡できる体制がある。

情報の交換は必ず行い、入院の場合は面会
に行くなど様子をうかがうようにしている。母
体法人の医療機関やかかりつけ医と連携を
持ち、家族と情報交換したり、話し合いのた
めの支援をしている。

終末期ケアへも積極的に取り組んでいる。
入居時に重度化や終末期におけるホームの
対応を説明している。また、対応すべき時期
を迎えたときは、ご家族、医師、看護師、職
員と話し合いの場を設け終末期ケアに関す
る書類も作成する。グループ施設の中で一
番合う施設を選ぶこともできる。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

盛り付けや片付けなど、できる方には役割と
して行っていただいている。食べこぼしなど
をさりげなくふき取るなどの配慮をしている。
月に一度「自由メニュー」の日を設け、食べ
たいものの相談から、調理に至るまで入居
者様と行っている。

日常の何気ない会話から希望を引き出した
り、改まってうかがったりと、思いの表出が気
軽にできる場面作りと関係作りに努めてい
る。それらが困難な場合でも、二者選択など
お一人ずつレベルに合わせた対応に努めて
いる。

にぎやかに過ごしたい、少し自分の時間を持
ちたい、散歩・買い物に行きたいなど、その
日の気分で過ごせるよう支援している。押し
付けないよう、ご本人のペースを大切にし、
体調や要望を最優先しながら場面場面での
支援を心がけている。

毎日の服装は選べる方には選んでいただ
き、困難な方には二者選択などの方法で支
援している。
カラーやパーマなど、昔からの馴染みの習
慣を継続できるような支援もしている。

声かけは、その方の生活暦や性格などを考
慮しながら（「先生」と呼んだり、分かりやす
い言葉で話したりしながら）対応している。入
居者様の行動に対し、不十分なところはさり
げなくフォローするなどしている。

栄養士や医師、看護師と連携をとりながら入
居者様にあった支援をしている。摂取能力や
体調にあわせ、刻み食、ペースト食への加
工、一人ひとりに合わせた量での提供、摂取
しやすい環境づくりをしている。栄養補助食
品を活用する場合もある。

毎食後行い、週に２回ポリデントでの義歯洗
浄を行っている。また、週に１度、重曹を用い
て下苔の除去を行っている。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普
段は行けないような場所でも、本人の希望を
把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

日常的に近隣の散歩、ひなたぼっこを行って
いる。また、買い物やドライブ、隣接するデイ
サービスセンターへの卓球や運動マシーン
の体験、ボランティア来訪時には特養へ出
掛けている。ご家族と法事や墓参り、喫茶店
などに行かれる方もみえる。

得意な分野を見つけ出し、入居者様のこれ
までの生活や力量に合わせて家事的なこと
（洗濯、台所しごと、掃除など）を中心にそれ
ぞれにあった役割を持てるよう支援してい
る。楽しいと思えるアクティビティ（散歩・歌な
ど）の計画もしている。

一人ひとりに合うオムツを検討している。そ
の結果、紙パンツから布パンツへと変更でき
た方もいらっしゃる。その方に合う排せつパ
ターンからトイレ誘導を行い、トイレでの排せ
つを促している。

水分補給、乳酸菌やセンナ茶、通じによい食
品の使用、身体を動かすなど、便秘の予防
に努めている。マッサージなどを行い、でき
る限り自然排便を促している。在宅での様
子、今までの習慣をご家族から聞き取り参考
にもしている。

入浴の曜日は決まっているが、入る時間帯
はなるべく希望をかなえられるように対応し
ている。一般欲、個浴（半機械浴）、機械浴と
個々の身体機能に合わせ入浴していただい
ている。

薬は服薬時間に合わせて色分けしている。
服薬時はスタッフ二人で確認しながら行い、
入居者様それぞれの薬が簡単に確認できる
システムとなっている。内服薬の一覧表があ
り、一目で調べられるようになっている。

一人ひとりの体調やリズムに合わせた支援
に努めている。生活リズムが整えられるよ
う、日中の活動を促すなどの配慮もしてい
る。眠れない方には温かい飲み物などで薬
に頼らない支援を心がけている。また、空調
や居室環境への配慮もしている。
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岐阜県　グループホームひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況

自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮し、生活感や
季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような
居場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している

入居時個人現金をお預かりし、保管はホー
ム側で行っている。外出時の支払いなどは、
遠慮されることが多いが、入居者様にしてい
ただけるような場面作りと支援を行ってい
る。

共同のスペース内に畳や椅子のスペースが
あるほか、小さな部屋があり、気分により、
思い思いの場所で過ごすことができる。

手や目の老化により書くことが困難になって
おられる方も多いが、年賀状や季節の便り
（カードなど）などの記入の機会を提供できる
ように支援していく。長期にわたり、実習生に
世話になって嬉しかったとお礼の手紙を書か
れた方がいらっしゃる。

家庭的で温かい雰囲気を感じていただける
よう、板張りの廊下や開放的な窓にし、調度
品や台所の設備も、普通の家庭と変わらな
いものを使用している。畳やソファーなどもあ
り、自由な場所でくつろげるスペースがある。

手すりの設置もあるが、家具などに自然につ
かまって移動できる配置、構造にもなってい
る。また、トイレに「便所」「トイレ」と張り紙を
したり、各居室に表札をつけるなどの工夫を
している。

入居の際に、今まで使用していたタンスなど
馴染みの家具や、写真や作品などの思い出
の品を持ち込んでいただいている。ご家族の
ご協力の下、個々にあった居心地のよい空
間作りがされている。
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